経済学におけるオルテガ by 木下 智統 & Tomonori Kinoshita
― 91 ―
経済学におけるオルテガ









































































































































































































































































































































































































































































































































金城学院大学論集　社会科学編　第11巻第 2号 2015年 3 月
― 98 ―
忌にやすやすと従いたくはない30）」と述べて
いるように，大衆を批判することの困難さに
ついては十分に理解していた。無論，それは
オルテガを通して得られた理解であるが，同
時にオルテガが見せた，危機に直面した生の
在り方も理解していた。その両方を理解しな
がら，西部はオルテガの生とそこに息づく精
神を身にまとい，大衆社会との戦いに赴くの
である。ただし，西部は現実の大衆社会だけ
ではなく，ある時は大衆化が進む状況につい
ても憂慮を述べている。最後に西部を取り巻
く，もう一つの大衆化について提示しておく。
もっと正確にいえば，「優れた審判を
自力で発見できない」という意味での大
衆人であるのは恥ずかしいことではなく
て致し方ないことである。なんといって
も先天的能力の限界というものがあるの
だからである。恥ずかしいのは，優れた
審判を聞こうとも認めようともしないと
いう意味で「反逆せる大衆」になること
であろう。卑近な例でいえば，経済学者
が経済学者であるのは仕方のないことで
ある。しかしそれを専門主義にまで落と
して，他分野の優れた成果を一顧だにし
なくなるのならば，経済学において大衆
の反逆が起こったということである。私
がまったくもって苦々しく思う大衆化状
況とは，さしあたりは，億の数の民人に
かんする話ではなく，自分もさしずめ首
まで漬かっているにちがいないこの言論
世界の大衆化のことなのである31）。
30）同上，pp.80-81.
31）同上，p.181. なお，同様の事は，別の箇所でも
述べられている。すなわち，「私が東京大学を辞め
ることになったのも，そこにいる教授や助教授の
大半が大衆の見本であるように思われたというこ
とに端を発している」（西部邁「文明と成熟　オル
テガ―大衆の正体を発く哲学」pp.218-219.）。こう
した経済学と西部を巡る問題については別稿にて
取り扱う。
５．結論に代えて
本論考では，1933年に始まる日本における
オルテガ思想の受容について，簡潔に全体を
概観した後，経済学における特質について検
討を行ってきた。中でも，日本におけるオル
テガ研究者として最も重要な役割を果たして
きた，西部邁に焦点を絞り，論を展開してき
たが，最後に，この過程で明らかとなった点
を要約して本論考の結びとしておきたい。
第一に，経済学者によるオルテガ研究の進
展を挙げる前に，今一度，日本におけるオル
テガ研究の特殊性について述べておく必要が
あるだろう。それは，オルテガが本来，受容
されて然るべき分野である哲学の領域におい
て，オルテガが取り上げられたことが皆無に
近いと言える現状である32）。また，そうした
空白を学際的な研究を行う人々が埋めている
現状もまた，特殊と言わざるをえない。
第二に，経済学の分野においてオルテガ思
想が受容の対象となりうることが明らかと
なった点である。ただしこれは，西部や佐伯
を通して検討したように，経済学がもつ幅広
い専門領域の全般にわたるものではなく，経
済学を通して他の領域へと考察をすすめてい
く場合に限られている。つまり，経済学のみ
を対象とした場合，オルテガ思想が受容の余
地を残すかどうかは未だ検討を要する。
そして，第三に，経済学者，西部が自らを
取り巻く大衆社会に対して懐疑を抱き，そう
した状況と対峙するために，オルテガへとそ
の気概の源泉を求め，オルテガの生とそこに
息づく精神への共感，そしてこの両方を共有
32）このような現状については，西部の言が誠に言
い得て妙である。「私のみるところ，哲学や社会学
のほんの一部が関心をよせているとはいえ，オル
テガのことを正面からみつめる人は少ない。つま
りオルテガは，生の根本形式は孤独であるといっ
たのだが，死後においてもやはり孤独の人である」
（西部邁『大衆への反逆』，p.112.）。なお，社会学
におけるオルテガ思想の受容については，拙稿，「社
会学におけるオルテガ」を参照されたい。
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していくという形での受容を行ったことが明
らかとなった。この後，西部は積極的に大衆
社会批判を行い，その姿勢は現在においても
何ら変わることなく続けられている。そのた
め，われわれは西部において，今なお力強く
生き続けるオルテガを感じることができるの
である。そして同時に，西部の存在は，われ
われの精神のうちにもオルテガを宿すことの
選択を突き付けているのである。
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